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図 1 学習支援型哲学カフェの活動システムと第 1 の






















ドバイザー（SLA: student learning adviser）制度の下で
学部 3 年生以上の東北大学生を SLA として雇用して



















第 1 の矛盾（Engeström 2015=2020を参考に筆者作成）
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博士後期課程 1 年生（第 1 著者）の 6 名であり，これ
までも 3 名から 6 名の間で推移してきた．当日の役割は
この 6 名が持ち回りで担当している．授業期間のみ，月





























































2020 年度後期時点の SLA 企画部会の人数は学部 3 年
生から博士後期課程 1 年（第 1 著者）の 6 名であり，
これまでも 3 名から 6 名の間で推移してきた．当日の
役割はこの 6 名が持ち回りで担当している．授業期間
のみ，月に 1 から 4 回の頻度で実施しており，開催総
数は 2020 年 12 月までに 65 回となった．東北大学 SLA
ラウンジの一角 あるソファにて，正面にホワイトボ
ードを置き，参加者が車座になって実施してきたが，
COVID-19の影響を受けた 2020年度は 11 月 27 日の回
を除き全 オンラインで実施している．主な参加者は
学部 1 年生であるが，2020 年度は他キャンパスの学部
生や大学院生，留学生の参加も目立っている．参加者
数は開始から 2020 年 12 月までに延べ 389 人（1 回平
均 6 人）で，年別の増加傾向が認知度の向上を示唆し
ている．また，2018 年度以降は第 2 著者が担当する全
学教育授業とも連携しており，参加者増加の要因の 1
つとなっている． 
表 1 かんがえるソファの基本情報 
年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
開催数 7 回 22 回 17 回 19 回 
参加者数 27 人 88 人 123 人 157 人 




開催時間 主に 4 限（14:40-16:10）・5 限（16:20-17:50）の 
うち，60 分，75 分，90 分 




1. 企画概要とグランド・ルールの説明（ 5 分）  
2. 自己紹介を兼ねたアイスブレイク（10 分） 
3. 対話の時間（60 分） 
4. 振り返りと感想の共有（10 分） 
5. クロージングとアンケートの記入（5 分） 
テーマ例 
・自己紹介って何だろう（2017 年 10 月 25 日） 
・意識高い系って？（2018 年 12 月 4 日） 
・やる気は必要か？（2019 年 10 月 23 日） 
役割分担 
































































































































































































































































表 2 かんがえるソファ参加者アンケートの内容 




意見の交流 9 2 
傾聴 1 1 
発言 2 4 
概念の獲得 考えの形成 1 1 
多角的収集 19 1 
哲学的思考 思考の深まり 5 1 
多視点での深まり 3 2 
省察 内容的省察 3 
方法的省察 6 




議事録・記録 2 2 
居場所づくり 3 2 
参加への抵抗感 3 2 
時間 0 3 
実施方法 6 
参加人数 1 1 
テーマ 3 1 
進行 
アイスブレイク 2 1 
対話の構造化 2 0 
意見収集と要約 6 1 
円滑で丁寧な進行 4 2 
時間の管理 0 1 
対話の展開 0 4 













































































































































































































































































































図 2 図示による対話の構造化の試み 
 


























































これまで SLA 企画部会で構想・ 行
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